
9/1 シンポジウム「自己責任社会を変える財政を求めて～少
子高齢化社会からの問いかけ～」公正な税制を求める市民連絡会
設立４周年集会
金融庁が、６月３日、老後に備え、夫婦２人で２０００万円程度の貯えが必要であるとの試算を示す報告書を公表しました。政府は、全て
の世代が安心できる「全世代型社会保障への転換」を推進する方針を示していますが、老後に備え自分で２０００万円もの資産形成に励む
ことを求める「全世代型社会保障」とは、どのようなものなのでしょうか。
少子高齢化社会が進み、財政難が強調され、自己責任を求める声が強まる中で、私たちの生活を守るためには、社会保障や財政はどうある
べきなのでしょうか。
みなさんと一緒に考えたいと思います。

【日時】　２０１９年９月１日　１２時３０分受付開始　１３時～総会　１３時２０分～シンポジウム
【場所】　主婦会館プラザエフ7階「カトレア」　●ＪＲ四ッ谷駅麹町口前（歩１分）
【資料代】１０００円（経済的事情がある方はお声かけください。）
【プログラム】
13:00~13:15　総会
13:20～　シンポジウム
▶報告　中　重治氏（全国保険医団体連合会）
　　　 ＦＲＥＥ（高等教育無償化プロジェクトメンバー）
　
▶基調講演　講師　後藤道夫氏（都留文科大学名誉教授）
　　　　　「全世代型社会保障と自己責任社会を考える」

▶パネルディスカッション
（パネリスト）
　 後藤道夫氏（都留文科大学名誉教授）
　 小野　浩氏（きょうされん常任理事・(社福)ウィズ町田・理事長）
　 明石順平氏（弁護士・「アベノミクスによろしく」著者）
　 杉谷剛氏（東京新聞記者）
　 宇都宮健児氏（弁護士・公正な税制を求める市民連絡会共同代表）
（コーディネーター）
　　竹信三恵子氏（ジャーナリスト・和光大学名誉教授）
　（内容）
　格差が固定化し、もはや階級社会に入ったとさえ言われる日本社会。そうした社会の分断を促しているのが「自己責任」という考え方の
蔓延だ。公正な税制を通じた社会の立て直しは、この自己責任主義の克服にかかっている。
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　だが、「全世代型社会保障」などの政府の対案は、むしろ、その自己責任を強化することになりかねない。
　こうした社会を克服するために、税は、（１）いま、どのような使われ方をしているのか、（２）本来はどう使うべきなのか、（３）そ
のために必要な税制とは何かを軸に、議論する。

▶公正な税制を求める市民連絡会の提言
　　猪股　正（弁護士・公正な税制を求める市民連絡会事務局長）

【主催】公正な税制を求める市民連絡会
【連絡先】公正な税制を求める市民連絡会事務局
〒 330-0064 さいたま市浦和区岸町７－１２－１ 東和ビル４階 埼玉総合法律事務所
　　 　　　　　弁護士 猪 股 正　 電話048(862)0355
【チラシ】ダウンロード
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朝型生活その2
日の出とともに吠え出す我が家の愛犬ですが、案の定、夏が近づくにつれ、吠える時間が早くなり、私は4時台に起こされるようになりま
した。

ほとほと困り果てていたのですが、先日、ぼろぼろになったため使っていなかった、我が家に来たときに一緒に購入したクッションをケー
ジに入れてあげたところ、日の出とともに吠えることがなくなりました。
夏用に購入した新しいクッションを破いてしまったため止む無く入れたのですが、まさかの結果で驚きです。

犬も慣れた寝具でないと良く眠れないのでしょうか。
それとも先日1歳を迎え、少し大人になったのか。

なぜ吠えなくなったのか聞いてみたいものです。

弁護士　鈴木　満

 

前回の記事⇒朝型生活

 

 

 

夏休み
カピバラさんたちに会いに伊豆のシャボテン公園動物園に行ってきました。

あいにくの雨で、気温も低く寒かったのですが、
ほぼ貸し切り状態だったので、どの動物も間近で見ることができました。

カピバラさんは温々と温泉につかっていて、その愛くるしい顔と短い手足に、とっても癒やされました。
気分もリフレッシュしましたので、後半戦もお仕事頑張るぞ！！

https://saitamasogo.jp/archives/86089
https://saitamasogo.jp/archives/84568
https://saitamasogo.jp/archives/86082


弁護士　南木　ゆう

 

弁護士の鞄
ここ数年で、リュックサックを使用する弁護士がたいへん増えていると感じます。
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私が弁護士になった頃、リュックサックを使用する弁護士は多くありませんでした。
当事務所でもリュックを使用していた弁護士は、１人くらいだったと思います。
しかし、今では、事務所の半分の弁護士がリュックサックを使用しています。

私も、以前は、ブリーフケースのタイプのビジネスバックを使用していましたが、今は、リュックサックを使用しています。
裁判の記録で鞄が重くなることが多いため、リュックサックの方が身体への負担が少ないのが１番の理由です。

私以外にも、重い鞄で腰痛に悩み、リュックサックに鞄を代えた弁護士はいます。
鞄が重くなるというのは、多くの弁護士の悩みだと思います。そのため、弁護士の鞄としてリュックサックが増えているのだと思います。

リュックサックが弁護士業界でどこまでシェアを拡大するのか、その結果、辛い腰痛に悩む弁護士が減らないか、と個人的に注目していま
す。

 

弁護士　月岡　朗

庭の野菜たち
今年は雨の日が多く、未だ梅雨空が続きそうです。

日照不足で野菜の生育が悪く、高値が続く野菜もあるとテレビで言っていますが、
我が家の庭にある２坪ほどの小さな畑では、ナスもインゲンもモロヘイヤも良く採れています。

庭の木の隙間を埋めるように自然に生えてきたミョウガも年々その数を増しています。

ナスやインゲンなどは２，３日もたつと、どんどん大きくなり、家族だけでは食べきれないほど良く採れます。

街中でない住まいの特権で、ありがたいことです。

 

弁護士　梶山　敏雄
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劇団民藝「闇にさらわれて」
 

劇団民藝の「闇にさらわれて」を観ました。
いつも思うことですが、舞台俳優さんは、みなさん、いい声をしています。特に、コンラート博士役の千葉茂則さんの声は役にもぴったり
で良かったです。

権力が法律を超越することを許してしまった当時のドイツと、今の日本の政治が重なり、恐
怖を感じました。
弁護士ハンス・リッテンがヒトラーの恐ろしさを法廷で明らかにしましたが、多くのドイツ国民がヒトラーが侮辱されたと、自分のことの
ように感じたのでしょうか。
その後、ナチスが政権まで取ってしまい、敗戦まで、多くの命が奪われました。

劇中、ハンスは勇敢であることは、有能であることにつながるのであれば、意味があるという趣旨の話をします。

ハンスは最後はダッハウの強制収容所で自殺したとされています。中国でも多くの弁護士が拘束されています。
勇敢であり、有能である人物が、政治体制に背いているという理由で、拘束され、死にいたるということは、その国はもはや民主的な国家
ではなく、許しがたいことだと思います。

なぜ、ハンスたちが、恐怖の中でも、権力に屈することなく、最後まで自分の正しいと考えた道を貫くことができるのか？

恐怖や諦めが社会を席捲したとき、私たちに果たして何ができるのか、どのように生きるのか、自由に生きるというのは厳しいものだと、
つくづく感じました。

弁護士　伊須　慎一郎
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時計
私のお気に入りのものといえば、腕時計です。
司法試験の合格祝いにいただいた時計で、７年以上使っています。

暑い日も寒い日も、疲れる日も楽しい日もいつも腕にありました。

電池が切れたり、バンド部分に傷がついたり、他の腕時計に目移りしたりもしますが、やはりお気に入りの時計なのです。

 

弁護士　德永　美之理

 

 

あじさいと蛍
あじさいの花が雨に濡れた様子をみると
今年もこの季節が巡ってきたなと少しうれしくもなります。

雨は苦手ですが、
あじさいが雨のしずくを湛えるさまは艶やかな色調で美しく、
憂鬱な気分を払拭してくれます。

そしてまた、蛍が舞い始める時季でもありますね。

「あじさゐの　下葉にすだく　蛍をば　四ひらの数の　添ふかとぞ見る」

小倉百人一首の選者として有名な藤原定家が詠んだ歌。

あじさいの下の葉に集まる蛍が、四枚の花びらに寄り添うかのように見える。

おそらく額あじさいなのでしょう。
実際にはそこに花びらは無いのですが、蛍の様子から有るかのように見紛う、
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そんな夜の情景でしょうか。

八百年前の人々と和歌を通して共感できる、
そんな島国の自然や文化を存分に楽しみたいものです。

事務局　荻原

 

 

6/15(土)全国一斉　過労死・過労自殺・パワハラ１１０番
を実施します！
全国一斉 過労死・過労自殺・パワハラ１１０番 を実施します！

昭和６３年６月に「過労死１１０番」全国ネットワークが作られてから満３１年になります。
当弁護団ではこの間、多数の事件を受任し，労災認定基準の改正や、「過労死等防止対策推進法」の成立に寄与してきたものと自負してお
ります。
しかしながら、長時間労働や深夜労働などの過労の蔓延や、パワハラ・セクハラ等による被害に関する相談はあとを絶ちません。

そこで、今年も下記のとおり、全国一斉の無料電話相談を実施します（相談内容によっては、その後の面接相談を実施するケースもござい
ます）。

　◆日　　時 　　  　６月１５日（土） １０：００～１５：００

　◆電話番号　　　　０４８－８６２－０３３０（※この番号は当日のみご利用できます。）

　◆相談料　　　　　無料（通話料はお客様のご負担となります）

　◆主な相談内容   　過労死・過労自殺・パワハラ
　　①長時間残業・休日出勤等の過重労働に関する相談

　　②脳・心臓疾患などの過労死についての労災補償に関するもの

　　③業務上の過労・ストレスが原因と思われる自殺の労災補償
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　　④業務上のパワハラ・セクハラに関する相談

　　⑤その他、労災事故に関する相談
 

当事務所の弁護士を含む埼玉過労死弁護団が無料で労災相談に対応いたします。
その他、労災事故に遭ってしまった等、過労死・過労自殺、パワハラ・セクハラなど、労災事故に関するすべてのご相談について応じます。
 

全国３４都道府県で実施予定です。
各地の当日の受付番号はこちらです。

お問い合わせ：０３－３８１３－６９９９（過労死１１０番全国ネットワーク）

 

※埼玉過労死弁護団では、毎週水曜日の正午～午後２時まで、無料電話相談を受け付けています（電話番号 ０４８－８３７－４８２１）。
こちらもご利用ください。

マウス
パソコン上級者はマウスなど使わずに
キーボード操作だけで仕事を進めるのでしょうが、
私はそんな技もなく、地道にマウスを頻繁に使っています。
が、その影響でとうとう右手首が腱鞘炎でやられました。

急ぎ、手首に負担の少ないマウスを購入。

痛めた手首はすぐには良くなりませんが、
新マウスのおかげで悪化はしていないようです。
皆さんもお気を付けください。

弁護士　佐渡島　啓
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